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石 石 石 石

石
石

FL FL

FIX FIX

強化ガラスドア

620 75 1200 75 615

2
2
5
0

1
5
0

現状姿図、平面図、縦断面図

内観図
フロアヒンジ

天井天井

フロアヒンジ

開き戸

三春町歴史民俗資料館自動ドア工事

三春町歴史民俗資料館 自動ドア工事

１

現状図

野口野口

工事概要

強化ガラスドア、フロアヒンジを撤去して

両引き型の自動ドア装置を取り付けます

アルミ70 ブラック 片開き戸

7
0

70
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理　事 理　事

石
石

補助光線

補助光線

自動ドア姿図､平面図､縦断面図

三春町歴史民俗資料館自動ドア工事
野口野口

２

石 石 石 石

天井天井

ドアガイド

補助光線

FLFL

内観図

三春町歴史民俗資料館 自動ドア化工事

センサ
センサ

自動ドア開閉装置

センサ自動ドア開閉装置

DW630×DH2100
スリム框ドア

AC100V 5A 自動ドア電源

(別途)

(別途)

アルミ100縦枠
アルミ100縦枠

1200 660660

W=2520

(別途)
(別途)

W＝2520

1
0
0

1
5
0

2
1
0
0

ドアガイド ドアガイド錠前
(別途)

裏面化粧板
(別途)

フロアヒンジ化粧板
(別途)

鍵受け

自動ドア設置後

・振興会寄付部分(見積範囲)
①両引自動ドア開閉装置

③技能士又はその監督下による施工

・施設側負担部分（別途工事部分）

②内外センサ―、補助光線、ドアガイド

①スリム框ドアDW630×DH2100 錠前付き  数量2
②アルミ100×30縦枠 L=2250   数量2

④鍵受け  数量2
③裏面化粧板(アルポリ等) 150×2520  数量1

100

⑦自動ドア用電気工事 AC100V5A

⑤SUSHLフロアヒンジ化粧板  数量1

注）⑥開口部無目材 または トップセンター隠し板

(別途)

※ 寸法は参考寸法です。施工の際はご確認下さい。

注)無目材が必要かはご確認ください



図　面　名　称

月日 訂　正　事　項No.
JADSA1

2

3

4

NPO法人全国自動ドア産業振興会

設　計 製　図 照　査 縮　尺

1
20

設計監理

施　工

殿

殿

月　　日

月　　日

工事名

設計番号 図　番

理　事 理　事

補修概要

1
0
0

3030縦枠 縦枠

開口部無目材の場合 開口部上貼り付け

鍵受け

⑤鍵受けを取り付ける

④フロアヒンジを取り外し、SUSHL板で蓋をする。

③両脇に30×100の縦枠を取り付ける

②開口部無目材またはトップセンター隠し板を取り付ける

1
5
0

スリム框ドア

石 石FIX FIX
FL

天井

AC100V5A 自動ドア電源

三春町歴史民俗資料館自動ドア工事

３
補修工事概要

野口野口

縦枠縦枠

1200

自動ドア開閉装置
裏板

1
5
0

断面詳細

570

2
1
0

フロアヒンジ

方立

平面図

フロアヒンジ詳細

無目詳細

注)

注)無目材を選択した場合、隠し板不要

トップセンター隠し板の場合

①自動ドア開閉装置裏側に裏板(アルポリ等）を貼る

自動ドア開閉装置裏面補修板(裏板)

開口部無目材又はトップセンター隠し板



 

 



 
 
 



TEL　03-3998-3077　FAX　03-3998-3121

E-mail jadsa@jadsa.or.jp    URL http://www.jadsa.or.jp

東京都中野区上鷺宮3-16-5日本自動ドア株式会社2号館3階

平成30年11月30日　全国自動ドア産業振興会は、自動ドア装置を寄贈し、バリアフリー化に寄与しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　〒１６５－００３１　NPO法人全国自動ドア産業振興会

NPO法人全国自動ドア産業振興会

平成30年度活動　福祉施設利用者の為の自動ドア設置事業　No.6

福島県田村郡三春町字桜谷5

三春町歴史民俗資料館 様

三春町歴史民俗資料館は、高齢者や小学生等の利用が多いのです

が、強化ガラス製の開き戸は重く、通行が大変でした。

また、自然豊かな環境に立地しており、扉を開け放しにすると虫など

が侵入してしまうので、扉を開け放しにもできず、自動ドア化を望んで

いました。

振興会はご相談を受け、自動ドア化する方法についていくつかアイデ

アを出しながら、施設側の負担部分（サッシガラス工事、電気工

事）振興会寄付部分（自動ドア工事）との兼ね合いについて打ち

合わせを続けていました。そして、自動ドア化工事が実現しました。

④施工中(自動ドア装置取付 ⑤ 施工中(フロアヒンジ補修)

⑥ 施工完了

① 施工前（開き戸）

②施工前

③自動ドア開閉装置

開き戸から自動ドアへの変更工事が完了しました。


